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The present conditions and a problem of the terminal care in elderly nursing home
 From investigation of the personnel who work in the elderly nursing home founded in A prefecture
Toshiharu  Okazakil), Yasuko  Kataoka2
 Research purpose: The necessary condition for end term care fullness is clarified from investigation of the 
personnel who work in special elderly nursing home. 
 Method of research: The reply of question paper was totaled and arranged for every question. The question 
about the basic attribute set up 11 items, such as "sex", "age", "years of experience", and an "occupational 
description." The question about the terminal care set up 122 items, such as a "sense of values", "practice", 
"knowledge"
, "technology", and "conditions." 
 Research findings: The high concern about the terminal care was shown. But The uneasiness and shortage to 
knowledge and technology were shown. Furthermore, shortage of equipment and a staff was shown. As measures, 
It must be substantial in training of the terminal care. In order to examine the state of the terminal care, it is most 
important to clarify one's view of life and death.
1.は じめ に
　 日本では急激な高齢者人 口の増加によ り近い将来75
歳以上 の後期高齢者の死亡急増時代を迎 えると予想 さ
れ,高 齢者の終末期ケアのあ り方の模索が必要 とされて
いる。さらにそれらは長期に渡る医療 ・介護の延長線上
にあると考えられる1)。実際,終 末期医療 に対する関心
について,一 般国民,医 師,看 護師,介 護施設職員に対
す るアンケー トの結果,そ れぞれ,80%,92%,95%,
93%と 非常に高い割合が,「非常に関心がある」「まあ関






推進されている。つ まり,「医療モデル」か ら 「生活モ
デル」を中心 としたケアのますますの充実が求められて







　本研究 は,死 に場所の選択の拡大と多様化 において主
要な役割を担 うであろ う特別養護老人ホームの施設職員





　対象者 は,2004年10月1日 までに整備されたA県 下
の特別養護老人 ホーム72施 設の職員2,570名 。
2.調 査期間
　2005年9月9日 か ら9月30日 にかけて回収 した。有
効回答数 は37施 設792名 で,回 収率は30.8%で あった。
3.評 定尺度
　質問紙 の内容は,基 本属性 として 「性別」「年齢」「経












年齢講成は， 19歳以下が5名 (0.6%)， 20"-'25歳が
169名 (21.3%)， 26"-'30歳が 129名(16.3%)， 31 "-'35 
歳が77名 (9.7%)，36"-'40歳が49名 (6.2%)，41"-'45 




が76名 (9.6%)， 1 ~ 3 年が 211 名 (26.6%入 4~6
年が 184名 (23.2%入 7"--'9年が 125名(15.8%)，10 
















































































ては， 15回以上」が18名 (2.4%)， 13"-' 4回」が233
名 (2ヲ.4%)， 11 "-' 2回」が390名 (49.2%)，10 @JJ 






















































































指針として， 1. ~三師が終末期であると診断する， 2. 
家族の合意を得て看取りの計画を作成する， 3. チーム
ワークを組んで，随時少なくとも週に一回試上ミーティ
ングを行い，家族や本人と連絡を密にして，十分な説明
と同意を得ながら行う， ことが求められている。
元来，特別養護老人ホームは生活空間であり，悪化し
た場合は他へ移ることとなっていたが，現実には医療依
存度の高い利用者が増えている。その一方で，在居百数
が減っている。これは死亡されることによるものであり，
この先，生活の場である特別養護老人ホームの中でどう
君取っていくかが重要な課題といえ，医療識の役割につ
いても考えていかなければならない。医療職がかかわる
ことには，救命・治療，症状むコントローノレ，痛みの緩
和などがあるが，吐き気を抑えるケアや熱が出たときの
ケア左乙症状のコントロールのケアが特別養護老人ホ
ームでは大事なことといえる。利用者の状態に辻安定期，
経過期，終末期という段措が忘るが，それぞれの段階で，
看護蔀がどう動いたらいいのか，介護職員との協力関係
ができるようにすることが重要である。例えば，医師は
ほとんどが嘱託霞で，看護師が指示を受けながらコント
ローんを行い，急性期に具合が悪くなると協力病読に連
絡するという体観がほとんどで為るが，こうした中で，
夜間の連絡は介護職員と看護師の連携体制が鍵となって
くる。医寮職しかできない行為を介護職に解禁して，何
でも介護職員にやってもらうという考えもあるが，医療
職の役裂と介護職の役割を整理していく必要がある O 一
方で，利用者などへの方針説明を行うのは生活相談員で
ある場合が多くなっている。まさしく施設の組識的な連
携体観の整績が求められている。
経末期ケアのあり方について検討するためには，まず
「死Jをどのように捉えるかということを確認する必要
がある。「死」を考えることは「生jを考えることで島り，
高齢者の生活を支援する役割を担う特別養護老人ホーム
や特別養護老人ホームの職員は，自らの死生観を明確に
することによって，必要とされるケアを整えていくため
の礎とすることができるのではないかと考えられる。
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